
令和５年６月定例会付議予定議案

埼玉県知事記者会見 令和５年６月１２日 ①

招 集 日 令和５年６月１９日（月）

議 案 ６件
条例（５）、工事請負契約の締結（１）

報 告 ２８件
予算繰越報告（７）、専決処分報告（１）、
公社等の経営状況報告（２０）

【主な内容】

・ 埼玉県税条例の一部を改正する条例 など



埼玉県税条例の一部を改正する条例

埼玉県知事記者会見

条例の概要

令和５年６月１２日 ②

軽油引取税の改正について

目 的

現状・課題

改正による効果

・免税となった1年目は購入数量等が少量でも毎月報告が必要
＜軽油引取税＞

トラクターや掘削機など公道を走らない車両の軽油は、
免税を受けることが可能。この免税軽油の使用者のうち
農業者等について、軽油購入数量等の報告頻度を緩和する。

概 要
原油価格の高騰を受け、農業者等の税負担を軽減する

とともに、免税軽油を利用しやすい環境を整備する。

＜利用者にとって＞
• 免税による税負担の軽減

１ℓにつき ３２.１円の軽減
• 免税手続に必要な事務負担の軽減

毎月から年１回の報告に軽減

＜自動車税（環境性能割）＞
地方税法の一部改正に伴い、環境性能が高い自動車の普

及促進を図るため、税率の基となる燃費基準の達成度合い
を段階的に引き上げる。

現 行

区 分 報告頻度

免税１年目 毎 月

２年目以降 １年に一度

改 正 案

報告頻度

１年に一度

繁閑期がある農業者等にとって事務負担が重い

県内の免税軽油使用者 農業従事者の約２％
〇緩和の内容（購入数量が年間３キロリットル以下の場合）

・軽油価格 令和5年5月 141.2円/ℓ（令和3年5月比＋16.4円/ℓ ）



特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）に関する
交通ルール等の施行に伴う条例改正

埼玉県知事記者会見 令和５年６月１２日 ③

特定小型
原動機付自転車

一般
原動機付自転車

最高速度 20km/h 以下

特定小型
原動機付自転車

以外のもの

定格出力 0.6kW 以下

長さ 1.9m 以下

幅 0.6m 以下

原動機付自転車のうち、車体の大きさ等が
一定の基準に該当 ⇒ 特定小型原動機付自転車

特定小型原動機付自転車の交通方法等の新設（令和５年７月１日～）

概要 新たな交通方法等

名称 事務の種別 金額

講 習
手数料

特定小型原動機付自転車運転者講習
講習１時間につき
2,000円

特定の危険行為を過去３年以内に２回以上
繰り返した場合は、受講命令の対象

手数料条例の改正（講習手数料）
埼玉県公安委員会等が行う事務の手数料に関する条例

概要

バリアフリー条例の改正（信号機の基準）
埼玉県高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る信号機等に関する基準を定める条例

概要

《改正前》歩行者及び遠隔操作型小型車又は

自転車

《改正後》歩行者及び遠隔操作型小型車又は

特定小型原動機付自転車及び自転車

重点整備地区の歩行者用青信号に従って通行する対象を追加

※ 国土交通省資料より

○ 運転には運転免許不要
（16歳未満の運転は禁止）

○ ヘルメット着用は努力義務
○ 車道通行が原則

（一定の要件のもと歩道通行可）

○ 交通反則通告制度及び
放置違反金制度の対象

○ 交通事故や違反等の危険行為を
繰り返す者には、講習の受講を
命ずることができる

新
設

※ 歩車分離式信号の一例※ 講習１回当たり３時間



埼玉県知事記者会見 令和５年６月１２日 ④

サーキュラーエコノミーの推進

➣ これまでの大量消費・大量廃棄型の 「リニアエコノミー」 から、資源の循環的・効率的な利用を図る
「サーキュラーエコノミー」 への転換を推進

資源制約・リスク

成 長 機 会

原材料

生 産

消 費

廃棄物

リニアエコノミー（線型経済）
生 産

消

費

再
資
源
化

原材料

サーキュラーエコノミー（循環経済）

・ ワンストップ支援拠点「サーキュラーエコノミー推進センター埼玉」の設置
・ 県内中小企業等のサーキュラーエコノミー型ビジネス創出への支援
・ 埼玉スタジアム２○○２におけるペットボトルの水平リサイクル等の実証実験 など

環境制約・リスク

令和5年度の県の取組



埼玉県知事記者会見 令和５年６月１２日 ⑤

サーキュラーエコノミー推進センター埼玉
センターの概要

情報発信・普及啓発 相談・マッチング支援 リーディングモデルの構築

令和５年6月15日（木）に、埼玉県産業振興公社に 「サーキュラーエコノミー推進センター埼玉」 を設置

場所：新都心ビジネス交流プラザ ３階（JR埼京線 北与野駅前）

時間：9時00分～17時00分（土日祝、年末年始を除く。）

業務：サーキュラーエコノミーに関する普及啓発、相談対応、マッチング支援 等

センターの機能

普及啓発セミナーの開催 コーディネーターによる相談支援

事業者連携のためのマッチング支援
販路拡大支援

SAITEC北部研究所による
食品残さを活用した製品化支援

彩の国ビジネスアリーナにおける
関連製品・技術の展示紹介

事業化に向けた研究会の開催



埼玉県知事記者会見 令和５年６月１２日 ⑥

令和５年６月15日（木）10時30分～12時00分

堅達 京子 氏（NHKエンタープライズ エグゼクティブ・プロデューサー）

「サーキュラーエコノミーへの挑戦 埼玉を世界のトップランナーに！」

特別講演

サーキュラーエコノミー推進センター埼玉開所式

① 浦和レッドダイヤモンズ（株）
「浦和レッズSDGs サーキュラーエコノミーへの挑戦！」

取組発表

日 時

場 所

② 丸紅（株）
「“生まれ変わり”のアップサイクルを生み出す循環型食器への取り組み」

対象・定員 サーキュラーエコノミーに関心のある県内企業等 150名程度

新都心ビジネス交流プラザ ４階 会議室


